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（１）

本報告書は、市民と行政とがまちづくりの進み具合を共有するための資料として作成し、公表して
います。
なお、すでに公表している平成３１年度までの本報告書については、市ホームページでもご覧い
ただけます。

目　　次

８＜その２＞

（１）

（２）

（３）

　この「主要な施策の成果に関する報告書」は、第五次多賀城市総合計画に基づく令和２年度の
事業と決算のあらましについて、３分冊で構成されています。

７＜その１＞では、「各会計の決算概要」を掲載しており、あわせて参考資料も掲載しています。
８＜その２＞では、「多賀城市まちづくり報告書」として施策・基本事業の動向等を掲載しています。
９＜その３＞では、実施計画事業及び主要事業の「事務事業評価表」を掲載しています。

（４）

多賀城市まちづくり報告書の構成
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１

多賀城市まちづくり報告書は、総合計画の目指すまちの姿の実現に向けて、まちづくりがどの程度

進んでいるのか、事業の成果は上がっているのかといったことを示すため、令和２年度の決算を踏ま

えて、まちづくりの成果報告書として作成しています。

　施策、基本事業における成果指標の推移を踏まえた成果状況等の結果を「施策別評価」として示

すことで、総合計画の進捗状況等を明らかにしています。

また、複数年での指標の推移を確認することにより、指標のうごきが外的要因による突発的なもの

なのか、社会情勢の変化等による必然的なものなのかを見る目安となり、限られた行財政資源の

「選択と集中」及び行政活動の「改革と改善」への活用が期待されます。

一般的には、事務事業の成果が向上することで基本事業の成果が向上し、基本事業の成果が向

上することで施策の成果が向上する仕組みになっています。

Ⅳ 多賀城市まちづくり報告書（第五次多賀城市総合計画進捗状況報告）

多賀城市まちづくり報告書（第五次多賀城市総合計画進捗状況報告）とは

政策
（７）

基本事業

（１１２）

事務事業

（約８００）

施策
（３２）

多賀城市総合計画

施策・基本事業評価
・施策等の目標達成に向けての進
み具合はどうか
（進捗度評価の視点）
・成果を向上させるためにどの事務
事業に注力すべきか
（優先度評価の視点）

事務事業評価
・成果状況
・成果向上余地
・効率性
・改革、改善

まちづくり報告書
（総合計画
進捗状況報告）

事務事業評価表

施策別
評価

主要な施策の成果に
関する報告書

主要な施策の成果に
関する報告書
８＜その２＞
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３ 施策・基本事業の動向（成果指標等一覧）

施策のプロフィール

施策の成果状況と評価

【掲載している施策・基本事業は、掲載例です。実際の内容とは異なります。】

(横ばい)

％ 60.6

指標の
うごき

59.1

単位
基準値
（Ｈ26）

（状況）令和2年度は59.9%で、平成31年度より0.7ﾎﾟｲﾝﾄ減少
していますが、後期基準値より0.8ﾎﾟｲﾝﾄ増加しています。後期
目標値を達成していませんが、市民アンケート指標であり、統
計誤差の範囲で横ばいです。
（原因）東日本大震災後の速やかな災害復旧や、復興事業の
進捗と、地域の自主防災組織の充実によって市民の安心感向
上につながっているものの、令和2年度は新型コロナウイルス感
染症の影響により多くの地区内での防災訓練が中止になったこ
とが、要因と考えられます。

実績値
（R02）

目標値
（Ｒ02）

59.9

実績値
(H31)

交通防災課成果 上がると良い

評
価

指
標
①

まち（市民、地域、行政）の防災に対する備えが
整っていると思う市民割合

目　 標
達成度

市民アンケート

(高)

(１) 施策・基本事業評価の見方

施策の対象 施策の意図
市民、行政区、事業者、行政 防災への取組によって、市民が安心して生活できます。

▲は、令和２年度の後期目標値を示しており、グラフ上の最も過去の実績値から目標値への方向性をラインで示しています。

◆は、各年度ごとの実績値です。指標の実績値の推移をグラフで示しています。

政策 ０１ 安全で快適に暮らせるまち

施策 ０１ 災害対策の推進

【後期基準値】

平成２６年度としています。

「対象」は施策や基本事業が働きかける対象（人やモノ）を示しています。

「意図」は施策や基本事業を展開することで「対象」をどのような状態にしたいのか、その目標とする姿を示しています。

施策の成果状況は、左側のページ

となるよう調整しています。
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（％）

【指標の区分】

目指す姿の実現具合を測るものさしとして設定している成果指標は、その特性により次の３つに区分しています。

成果：目指す姿の達成度を示すもの

社会：事業状況を指標化したものの、行政の関与よりも社会経済情勢等の影響が大きいもの

代替：成果の指標化が難しい場合に、代替指標として行政の活動量等を設定したもの

【評価】

「（状況）」は、指標値の増減、指標のうごき、目標達成度に関する評価を記載しています。

「（原因）」は、状況に対する原因分析の内容を記載しています。

【担当課】令和３年度担当部署です。

【取得方法】

市民アンケート：毎年定期に市民３，０００人を対象に行うアンケートにより取得する方法

職員アンケート：毎年定期に職員を対象に行うアンケートにより取得する方法

業 務 取 得：通常の業務内で取得する方法

課 独 自 調 査：この成果指標を取得するために各課等が行うアンケート等により取得する方法

【指標特性】

上がると良い：数値が上がると良い指標

下がると良い：数値が下がると良い指標

そ の 他 ：数値の増減で良し悪しを判断できない指標
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□基本事業の成果状況と評価

基本事業01　防災意識の向上

基本事業02　地域防災力の向上

評
価

（状況）令和2年度は60.4%で、平成31年度より3.0ﾎﾟｲﾝﾄ、後期基準
値より1.2ﾎﾟｲﾝﾄ減少していますが、後期目標値を達成しています。
市民アンケート指標であり、統計誤差の範囲で、横ばいです。
（原因）令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により地区内
での防災訓練が中止になりましたが、日頃の交流や東日本大震災発
生時に助け合ったり、励ましあったりした経験などが要因と考えら
れます。

上がると良い

単位
基準値
（Ｈ26）

指
標
①

災害時に地域で助け合いができると思う市民割合

評
価

（状況）令和2年度は49.2%で、平成31年度より2.9ﾎﾟｲﾝﾄ、後期基準値より5.5
ﾎﾟｲﾝﾄ減少しています。後期目標値を達成していません。
（原因）令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、地区内での防
災訓練、講演会等が中止となり、啓発する機会が減少したことが要因と考えら
れます。

基準値
（Ｈ26）

成果

成果 市民アンケート

（高）

60.4

(低下)

実績値
(H31)

実績値
（R02）

実績値
(H31)

目標値
（Ｒ02）

目　 標
達成度

63.4

52.1 49.2％ 54.7

災害への備えをしている世帯割合

交通防災課

単位

指
標
①

目　 標
達成度

(横ばい)

（達成）

実績値
（R02）

指標の
うごき

目標値
（Ｒ02）

指標の
うごき

61.6％交通防災課

市民アンケート 上がると良い

基本事業 ０１ 防災意識の向上

基本事業 ０２ 地域防災力の向上

基本事業 ０３ 建物の耐震化の推進

施策の基本事業の構成

を示しています。

基本事業 ０４ 浸水対策の推進

基本事業 ０５ 災害支援体制の推進

基本事業 ０６ 津波対策の推進

施策評価と見方は

一緒です。
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（％）

基本事業の成果状況
は、はじまりが右側の
ページとなるよう調整し
ています。
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（％）

【目標達成度】

成果指標の令和２年度の後期目標値への達成度合いを示しています。

(達成)：後期目標値を達成しているもの

(高) ：後期基準値からの後期目標値に対する達成度合いが8～9割程度であったもの(後期基準値より悪化･低下したも

のを除く)及びアンケート指標について統計誤差の範囲であったもの

(低)  ：達成と高に該当しないもの

－：社会指標等の目標値がないもの、令和２年度に実績値がないもの又は指標特性が「その他」のもの

【指標のうごき】

後期基準値（又は取得初年度）と比較した際の令和２年度の成果指標のうごきを、次の区分により示しています。

なお、アンケートから数値を取得しているものは、一定の統計誤差を考慮しています。

（向上）：数値（成果）が後期基準値（又は取得初年度）より向上しているもの

（横ばい）：数値（成果）が後期基準値（又は取得初年度）に比べ微向上（横ばい）であるもの

（横ばい）：数値（成果）が後期基準値（又は取得初年度）に比べ微低下（横ばい）であるもの

（低下）：数値（成果）が後期基準値（又は取得初年度）に比べ低下しているもの

－：令和２年度に実績値がないもの、平成２６～３１年度の実績値がないもの又は指標特性が「その他」のもの

【目標値】

目標値は、次の３つのパターンで表わしています。

数値：業務データから現状値を把握するもの

矢印：目標値を数値で表しにくいもの（アンケートによる把握、取得方法変更等）と現状維持のもの

※アンケート指標については、統計誤差の関係があるため、方向性を矢印で表しています。

※計画期間中にやむを得ず取得方法を変更した指標については、目標値を矢印としています。

－ ：社会・経済情勢等の影響が大きい社会指標や目標設定がなじまない代替指標としているもの
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政策３

＜教育文化分野＞

歴史・文化を継承し豊かな心を育むまち
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